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【特集】令和３年度決算
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歳入

468 億

6,256 万円

市債

30億1,816万円

6.5％

その他

56億9,024万円

12.1％

県支出金

30億1,281万円

6.4％

国庫支出金

82億9,646万円

17.7％

地方交付税

91億7,370万円

19.6％

地方譲与税等

38億1,143万円

8.1％

歳出

438 億

1,146 万円
人件費

74億2,723万円

16.9％

扶助費

83億5,558万円

19.1％

繰出金

30億8,424万円

7.0％

公債費

42億4,705万円

9.7％

その他

29億8,840万円

6.9％

補助費等

65億5,035万円

14.9％

物件費

64億7,899万円

14.8％

投資的経費

46億7,957万円

10.7％

その他は、維持補修費、積立金、投資及び出資金、貸付金、予備費。

注：1万円未満を切り捨てているため数字が合わない場合があります。

市税

138億5,973万円

29.6％

•
自
主
財
源
：
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
財
源
。

　
（
こ
の
財
源
が
多
い
ほ
ど
、
市
独
自
の
政
策
展
開
の

自
由
度
が
高
ま
る
。
）

•
依
存
財
源
：
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
収
入
。

歳入決算構成

•
義
務
的
経
費
：
任
意
に
節
減
で
き
な
い
極
め
て

硬
直
性
が
強
い
経
費
。

•
投
資
的
経
費
：
道
路
、
橋
梁
、
公
園
、
学
校
、

公
営
住
宅
の
建
設
等
、
社
会
資
本
の
整
備
等
に

要
す
る
経
費
。

歳出決算構成

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度 

一
般
会
計
決
算
を
集
中
審
査

一
般
会
計
決
算
を
集
中
審
査

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
９
月
２０
日
・
２1
日
・
２2
日
・
２6
日
の
４
日
間
及
び
30
日
に
わ
た
り
、
令
和
３
年
度
甲
賀

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
集
中
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
決
算
審
査
で
は
、

令
和
３
年
度
が
初
年
度
と
な
る
第
２
次
総
合
計
画
・
第
２
期
基
本
計
画
を
進
め
取
り
組
ん
だ
市
の
各
施
策「
子
育
て
・
教
育
」

「
地
域
経
済
」「
福
祉
・
介
護
」の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
各
担
当
部
局
の
説
明
を
求
め
、
全
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
決
算
及
び
補
正
予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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：
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
財
源
。

て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

　基金は各年度の財源を

調整するための「財政調

整基金」や市債の償還財

源を確保するための「減

債基金」のほか、施設整

備など特定の目的を達成

するために必要な財源を

予め準備しておくため16

の特定目的基金を設置し

ている。平成17年度には

49億円まで減少したが、

令和３年度末で約100億

円となった。

基金現在高の推移

　市債（地方債）は主に道

路や学校等の公共施設を

整備する際の財源とし

て、国や民間金融機関か

ら借り入れする。令和３

年度末の残高は、庁舎整

備事業等の償還が進み、

前年度より10億円減の約

486億円となった。

地方債現在高の推移

■ 財政調整基金　■ 減債基金　■ その他特定目的基金
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度
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年
度

18
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

28
年
度

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

27
年
度

監
査
委
員
　

山
本
哲
雄
・
谷
永
兼
二

　

令
和
３
年
度
は
第
２
次
甲
賀
市
総
合

計
画
第
２
期
基
本
計
画
の
初
年
度
で
あ

り
、
一
般
会
計
で
は
「
子
育
て
・
教
育
」「
地

域
経
済
」「
福
祉
・
介
護
」
の
３
分
野
で
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
「
新
し
い

豊
か
さ
」
へ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
予
算
と

し
て
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ
た
。
決
算

規
模
は
、
庁
舎
改
修
整
備
事
業
や
特
別

定
額
給
付
金
給
付
事
業
が
減
少
し
た
も

の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し
た
こ

と
か
ら
、
歳
入
歳
出
共
に
過
去
３
番
目

の
規
模
と
な
っ
た
。

　

歳
入
総
額
４
６
８
億
６
千
２
百
万
円
、

歳
出
総
額
４
３
８
億
１
千
百
万
円
で
翌

年
度
繰
越
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
２
４
億
７
千
５
百
万
円
の
黒
字

と
な
っ
た
。

　

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
税
・
料
金

の
収
入
確
保
は
、
本
市
の
安
定
的
な
財

源
確
保
の
た
め
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、

市
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
統
一

し
た
債
権
処
理
を
、
適
正
か
つ
速
や
か

に
実
施
し
、
収
入
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
も
国
・
県
の
補
助
制
度
を
十
分

に
活
用
し
た
歳
入
を
確
保
し
、
効
率
的
・

効
果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
る
と
共
に
、

限
り
あ
る
財
源
を
最
大
限
有
効
に
活
用

し
つ
つ
、
職
員
の
強
い
コ
ス
ト
意
識
と

創
意
工
夫
に
よ
る
事
業
見
直
し
な
ど
、

財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

決
算
監
査
意
見
書

  主な質疑

Q基金をもっと事業の予算に回せるのではないか。

A市の財政を鑑みると、将来的に財源不足になることが予想される。適

正な財政運営を進めていく上で基金は重要であることから、このような

残高になっている。
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総
合
政
策
部

高
等
教
育
機
関
等

　
　

立
地
検
討
作
業
委
託

Q
調
査
内
容
と
そ
の
活
用
は
。

A
若
者
の
移
住
・
定
住
や
専
門
人
材
確

保
を
目
的
と
し
、
県
立
高
専
の
誘
致
に

係
る
提
案
書
を
作
成
す
る
た
め
、
市
内

事
業
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
内
学
校

の
進
路
希
望
を
調
査
し
、
現
状
と
ニ
ー

ズ
の
把
握
や
地
元
経
済
界
か
ら
提
供
で

き
る
支
援
内
容
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
。

消
防
団
活
動
推
進
事
業

Q
予
算
対
比
約
５
百
万
円
の
不
執
行

と
な
っ
て
い
る
原
因
は
何
か
。

A
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
や
訓
練
が
中
止

さ
れ
、
費
用
弁
償
や
負
担
金
が
不
要
と

な
っ
た
。
４
年
度
は
、
訓
練
等
の
再
開

や
団
員
の
処
遇
改
善
等
に
よ
り
地
域
防

災
力
を
充
実
さ
せ
る
。

総
務
部

組
織
風
土
改
革
研
修
・

　
　
　
　
　

支
援
業
務
委
託

（
職
員
研
修
事
業
）

Q
研
修
の
対
象
者
と
内
容
及
び
成
果

は
。

A
対
象
は
全
正
規
職
員
、
研
修
は
課
長

以
上
で
行
な
い
、
ど
の
よ
う
に
改
革
す

る
の
か
を
研
修
し
た
。
偏
差
値
で
全
国

平
均
を
超
え
た
が
、
今
後
も
内
部
研
修

を
継
続
す
る
。

財
政
確
保
（
都
市
計
画
税
の
研
究
）

Q
令
和
３
年
度
実
施
計
画
の
﹁
都
市
計

画
税
の
研
究
﹂
で
は
ど
の
様
な
調
査
を

行
な
っ
た
の
か
。
ま
た
そ
の
結
果
、
導

入
を
検
討
す
る
の
か
。

A
導
入
し
た
場
合
の
増
収
予
想
や
他

市
町
の
状
況
を
調
査
し
た
。
導
入
す
る

場
合
の
税
の
公
平
性
や
市
街
化
区
域
住

民
の
理
解
な
ど
、
他
市
町
で
も
様
々
な

議
論
が
あ
る
こ
と
よ
り
、
導
入
し
な
い

と
結
論
づ
け
た
訳
で
は
な
い
が
、
ま
ず

は
行
政
内
部
で
経
費
削
減
努
力
を
行

な
っ
て
い
く
。

市
民
環
境
部

窓
口
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

Q
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
前
と
比
べ
満

足
度
は
上
昇
し
て
は
い
る
が
、
か
か
っ

た
時
間
満
足
度
は
50
％
以
下
で
あ
る
。

課
題
等
の
認
識
は
。

A
ほ
ぼ
良
い
・
普
通
と
の
回
答
を
含
め

る
と
90
％
以
上
が
満
足
さ
れ
て
お
り
、

悪
い
と
の
回
答
は
約
５
％
で
あ
っ
た
。

今
後
に
お
い
て
も
委
託
業
者
と
協
議
を

行
な
い
、
丁
寧
な
応
対
に
努
め
る
。

信
楽
不
燃
物
処
理
場

　

排
水
処
理
施
設
管
理
業
務
委
託

Q
他
町
に
も
処
理
場
が
あ
る
が
、
信
楽

の
場
合
特
別
の
理
由
が
あ
る
の
か
。
ま

た
昨
年
９
月
、
現
在
の
借
地
を
市
が
買

収
し
て
は
ど
う
か
と
の
議
論
が
あ
っ
た

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
信
楽
の
場
合
は
、
一
般
廃
棄
物
も
取

り
扱
っ
て
お
り
、
排
水
処
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
買

収
に
つ
い
て
は
、
話
合
い
を
持
っ
た
が
、

金
額
が
大
き
く
、
所
有
団
体
の
運
営
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、
協
議
が

進
ん
で
い
な
い
。

健
康
福
祉
部

介
護
職
員
支
援
事
業

Q
研
修
補
助
に
つ
い
て
、
実
績
人
数
が

少
な
く
、
ま
た
予
算
比
で
未
執
行
額
が

多
い
が
。

訓練中の消防団員

介護職員研修の様子
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建
設
部

空
家
等
対
策
事
業

Q
執
行
額
が
少
な
い
が
、
原
因
は
何

か
。

A
空
家
利
活
用
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
有

効
と
回
答
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
空

家
処
分
や
活
用
補
助
制
度
の
利
用
が
少

な
か
っ
た
。
補
助
金
額
等
中
身
の
見
直

し
を
今
後
検
討
す
る
。

交
通
不
便
地
域

　
　

移
動
支
援
事
業
補
助

Q
補
助
金
交
付
要
綱
が
年
度
後
半
で

遅
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
当
初
予
算

に
比
べ
、
執
行
額
が
少
な
い
が
。

  

反

対

討

論

　

ま
ず
、
一
番
大
事
な
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
封
じ
込
め
施
策
は
、
十
分
だ
っ
た
と

は
言
え
な
い
。
必
要
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
な
う
な
ど
市
独
自
の
思
い
切
っ
た
施

策
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
や
コ
ミ
バ
ス
・
コ
ミ
タ

ク
の
運
行
エ
リ
ア
拡
大
等
さ
ら
な
る
充

実
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
窓
口
業

務
を
は
じ
め
、
民
間
委
託
が
す
す
み
、

保
育
事
業
な
ど
の
福
祉
・
公
共
サ
ー
ビ

ス
分
野
に
民
間
の
参
入
が
増
加
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
自
治
振
興
交
付
金
の
監
査
強

化
や
市
職
員
の
長
時
間
労
働
の
改
善
、

健
康
管
理
強
化
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ら
課
題
、
問
題
点
が
多
く
、
決
算
認
定

に
反
対
す
る
。

令
和
３
年
度　

令
和
３
年
度　

決
算
認
定

決
算
認
定

  

賛

成

討

論

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
、
経
済
対
策
も
適
切
で
あ
っ
た
。

子
育
て
・
教
育
面
で
は
、
認
定
こ
ど
も

園
や
保
育
所
の
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

推
進
。
地
域
経
済
面
で
は
、
臨
時
経
済

対
策
や
工
業
団
地
整
備
、
農
業
者
支
援

な
ど
。
福
祉
・
介
護
面
で
は
、
生
活
困

窮
者
や
高
齢
者
支
援
に
取
り
組
ま
れ

た
。
ま
た
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
名
神
名
阪
連
絡
道
整
備
促
進
や

甲
南
駅
周
辺
整
備
の
ほ
か
、
移
住
・
定

住
に
向
け
た
取
り
組
み
も
行
な
わ
れ

た
。

　

財
政
面
で
は
、
財
政
健
全
化
判
断
比

率
な
ど
問
題
な
く
、
決
算
認
定
に
賛
成

す
る
。

採
決

賛
成
多
数
に
て
認
定

A
過
去
の
実
績
よ
り
予
算
化
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
応
募
者
が
少
な
か
っ
た

り
、
開
催
回
数
が
減
少
し
た
た
め
で
あ

る
。こ

ど
も
政
策
部

保
育
士
確
保
事
業
（
私
立
）

Q
予
算
と
決
算
額
が
大
き
く
相
違
す

る
が
、
そ
の
要
因
は
。

A
宿
舎
借
上
げ
支
援
補
助
や
就
職
一

時
金
支
援
補
助
に
お
い
て
、
想
定
人
数

よ
り
大
幅
に
下
回
っ
た
た
め
。

産
業
経
済
部

水
田
営
農
活
性
化
対
策
事
業

Q
麦
・
大
豆
へ
の
転
作
で
、
収
益
は

向
上
し
て
い
る
の
か
。

A
10
a
当
た
り
約
１
万
円
（
10
%
）
程

度
改
善
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

Q
被
害
面
積
は
半
減
し
て
い
る
が
、
被

害
額
は
微
減
で
あ
る
。
原
因
は
何
か
。

A
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
と
も
全
体
と
し
て

の
頭
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
特
に
イ

ノ
シ
シ
が
特
定
地
域
で
拡
大
し
た
た
め

被
害
額
は
あ
ま
り
減
少
し
な
か
っ
た
。

A
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
地
域
団

体
と
の
協
議
が
遅
延
し
た
た
め
、
制
度

化
が
年
度
後
半
と
な
り
、
ま
た
民
間
タ

ク
シ
ー
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

よ
り
自
主
運
行
を
検
討
さ
れ
て
い
た
地

域
団
体
の
う
ち
、
実
際
の
申
請
が
３
団

体
と
少
な
か
っ
た
。
今
後
も
利
用
推
進

し
て
い
く
。

教
育
委
員
会
事
務
局

第
３
子
以
降
学
校
教
育
支
援
事
業

Q
申
請
期
限
が
短
い
の
で
は
な
い
か
。

A
５
月
に
お
知
ら
せ
し
、
６
月
末
期
限

と
し
て
い
る
。
１
ヶ
月
余
り
あ
り
、
期

限
は
妥
当
と
考
え
て
い
る
。
期
限
遅
れ

で
お
断
り
し
た
ケ
ー
ス
も
過
去
に
は

あ
っ
た
。

獣害防止網にからまったシカ
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９
月
定
例
会
は
８
月
30
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
開
か
れ
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計

を
は
じ
め
、
各
会
計
決
算
認
定
10
件
、
人
事
案
件
４
件
、
補
正
予
算
７
件
、
そ
の
他

案
件
３
件
、
意
見
書
案
６
件
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
賛
否

の
分
か
れ
た
議
案
や
本
会
議
・
委
員
会
質
疑
、
討
論
の
骨
子
を
紹
介
し
ま
す
。

P
IC

K
 U

P
 1

P
IC

K
 U

P
 3

P
IC

K
 U

P
 2

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
　
　
　
　

特
別
会
計
決
算

  

主
な
質
疑

Q
収
入
未
済
額
が
３
億
６
８
７
０
万
８

千
円
、
う
ち
現
年
度
分
は
６
５
０
０
万

２
千
円
で
あ
る
。
収
入
未
済
に
至
っ
た

理
由
、
今
後
の
対
応
は
。

A
過
年
度
に
遡そ
き
ゅ
う及
し
税
額
が
増
額
と

な
っ
た
方
や
、
事
業
不
振
に
よ
り
期
限

内
納
付
が
困
難
な
方
、
分
納
納
付
や
納

付
の
猶
予
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由

と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
。

今
後
も
納
税
啓
発
を
行
い
、
部
局
間
の

連
携
を
強
化
し
、
納
税
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
に
努
め
る
。

  

主
な
質
疑

Q
介
護
給
付
費
準
備
基
金
へ
１
億
３
２

４
５
万
５
９
８
円
を
積
み
立
て
た
と
の

こ
と
だ
が
、
現
在
の
基
金
残
高
は
。

A
令
和
４
年
３
月
末
現
在
、
６
億
７
２

８
２
万
４
３
８
７
円
と
な
る
。

Q
要
介
護
認
定
で
要
介
護
１
・
２
が
増

え
、
要
支
援
１
・
２
が
減
っ
て
い
る
。

そ
の
要
因
は
。

A
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外
出
控
え
に
よ
り
、

認
知
症
や
心
疾
患
な
ど
の
症
状
が
現
れ

る
な
ど
、
要
介
護
１
・
２
が
増
え
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
サ
ロ
ン
や

地
域
活
動
が
な
く
な
っ
た
り
、
外
出
を

控
え
る
な
ど
で
、
特
に
要
支
援
２
が
要

介
護
に
区
分
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス
も
多

く
見
ら
れ
て
い
る
。

  

主
な
質
疑

Q
令
和
２
年
に
比
べ
３
年
度
は
医
療
費

  

反 

対 

討 

論

　

医
療
給
付
費
が
県
の
平
均
と
比
べ
増

え
て
い
る
。
高
額
の
医
療
費
を
伴
う
疾

病
が
多
い
と
の
こ
と
だ
が
、
原
因
を
分

析
し
、
市
民
の
健
康
を
守
る
施
策
の
充

実
が
必
要
。
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
で

は
な
く
、
制
度
そ
の
も
の
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
反
対
。

  
賛 

成 

討 

論

　

財
政
基
盤
の
弱
さ
等
国
保
運
営
の
厳

し
い
中
、
保
険
者
努
力
支
援
金
等
が
増

加
し
、
安
定
し
た
会
計
処
理
が
さ
れ
て

い
る
。
予
防
に
つ
い
て
も
特
定
健
診
で

２
年
度
に
比
べ
受
診
率
が
上
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
保
険
税
率
の
据
え
置
き
も

評
価
で
き
る
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
認
定

が
減
と
な
っ
て
い
る
。
理
由
は
。

A
令
和
２
年
度
は
受
診
控
え
で
県
全
体

で
は
医
療
費
が
下
が
っ
た
も
の
の
、
甲

賀
市
は
伸
び
た
。
そ
の
関
係
で
、
令
和

３
年
度
に
つ
い
て
は
県
は
増
だ
が
、
甲

賀
市
は
減
と
な
っ
た
。
詳
し
く
分
析
を

行
う
。

  

反 

対 

討 

論

　
高
齢
者
が
増
え
医
療
費
が
増
大
す
れ

ば
、
そ
れ
が
保
険
料
に
跳
ね
返
る
仕
組

み
と
い
っ
た
制
度
そ
の
も
の
に
大
き
な

問
題
が
あ
る
。
健
康
診
査
も
大
幅
に
変

更
さ
れ
、
無
料
診
断
の
対
象
が
制
限
さ

れ
た
。
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に
検

診
は
必
要
で
あ
り
、
施
策
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
。

  

賛 

成 

討 

論

　

適
正
な
保
険
料
賦
課
と
徴
収
に
努

め
、
収
納
率
は
前
年
度
よ
り
上
が
っ
て

い
る
。
不
納
欠
損
の
状
況
把
握
、
繰
入

金
に
よ
る
保
険
料
の
軽
減
も
さ
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
に
よ
り
検
診
事
業
は
微
減

だ
が
、
施
策
の
充
実
を
図
り
、
円
滑
な

運
営
を
願
う
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
認
定

  

反 

対 

討 

論

　

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
２
８
１
人

で
施
設
定
員
の
半
数
に
近
い
。
介
護
施

設
拡
充
の
介
護
保
険
事
業
計
画
が
必

要
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
要
支
援
、
要

介
護
１
・
２
は
利
用
率
が
減
っ
て
い
る
。

利
用
料
が
高
く
手
控
え
て
い
る
の
が
実

態
。
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
活
用
し
、

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
も
必
要
。

  

賛 

成 

討 

論

　

保
険
給
付
費
が
90
％
以
上
を
占
め
る

が
、
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
状
況
か
ら

み
て
妥
当
な
結
果
。
介
護
予
防
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
、
事
業
全
体
で
２

年
度
に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
事
業
の

充
実
が
図
ら
れ
た
と
理
解
す
る
。
介
護

給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積
立
て
も
将
来

を
見
据
え
て
行
わ
れ
て
い
る
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
認
定
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水
道
事
業
会
計
決
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

  
主
な
質
疑

Q
給
水
栓
数
は
３
３
１
栓
増
加
し
て
い

る
の
に
、
※

有
収
率
が
前
年
度
よ
り
０
・

25
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
た
理
由
は
。

A
老
朽
管
か
ら
の
漏
水
に
よ
る
も
の

で
、
道
路
等
の
地
表
面
に
現
れ
な
い
地

中
漏
水
が
大
き
な
要
因
。

Q
上
下
水
道
料
金
の
収
入
に
関
し
て
、

電
話
催
告
件
数
が
１
万
２
５
２
８
件
と

多
い
。
そ
の
要
因
、
ま
た
結
果
は
。

A
未
納
件
数
と
未
納
額
が
増
加
傾
向
に

あ
っ
た
た
め
強
化
し
た
が
、
結
果
と
し

  

主
な
質
疑

Q
財
政
調
整
基
金
の
積
み
立
て
を
７
億

３
８
０
０
万
円
と
算
出
し
た
経
緯
は
。

A
地
方
財
政
法
に
よ
り
決
算
剰
余
金
の

２
分
の
１
以
上
を
積
み
立
て
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
、
決
算
剰
余

金
24
億
７
５
２
４
万
円
の
２
分
の
１
で

あ
る
12
億
３
７
６
２
万
円
以
上
を
積
み

立
て
る
た
め
に
、
他
の
基
金
な
ど
を
差

し
引
き
、
７
億
３
８
０
０
万
円
を
算
出

し
た
も
の
。

て
年
度
末
の
収
納
率
は
０
・
09
％
減
少

し
た
。

Q
給
水
停
止
執
行
件
数
が
、
71
件
で
前

年
度
よ
り
多
い
。
そ
の
要
因
は
。

A
令
和
２
年
４
月
か
ら
９
月
の
半
年
間

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
配
慮
に
よ
り
給

水
停
止
の
執
行
を
猶
予
し
て
い
た
た

め
、
令
和
３
年
度
は
約
２
倍
の
執
行
と

な
っ
た
。

 

採
決　

全
員
賛
成
に
て
認
定

※
有
収
率
と
は

　

給
水
す
る
水
量
と
料
金
と
し
て
収
入

の
あ
っ
た
水
量
と
の
比
率

Q
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
35
億
６
３

３
４
万
４
千
円
と
、
過
去
最
大
と
な
る

が
、
規
模
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

A
一
般
的
に
は
標
準
財
政
規
模
の
概
ね

10
％
程
度
と
言
わ
れ
て
お
り
、
本
市
の

場
合
は
25
億
か
ら
26
億
程
度
と
な
る
。

今
回
35
億
６
３
３
４
万
円
と
過
去
最
大

に
な
っ
た
が
、
令
和
10
年
度
ま
で
に

30
億
の
財
源
不
足
を
見
込
ん
で
お
り
、

令
和
５
年
当
初
予
算
編
成
時
の
財
源
調

整
の
た
め
活
用
し
た
い
。

 

採
決　

全
員
賛
成
に
て
可
決

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

令和４年度一般会計補正予算（第４号）の主なもの（単位：千円）

◦財政調整基金の積立て

◦コミュニティ推進基金の積立て

◦教育振興基金の積立て

◦鉄道施設基金の積立て

◦甲南統合認定こども園整備事業

◦信楽保育園・信楽幼稚園施設整備事業

◦道の駅あいの土山整備事業

◦都市公園施設長寿命化対策事業

738,000

171,000

200,000

300,781

130,000

21,000

113,180

10,000

人
事

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　

前
川
志
津
子
氏
（
信
楽
町
）

　
　

藤
田　

真
澄
氏
（
信
楽
町
）

　
　

藪
下
せ
つ
子
氏
（
水
口
町
）

　
　

大
隅
し
の
ぶ
氏
（
土
山
町
）

市
道
の
廃
止

◆
水
口
町
朝
日
が
丘
団
地
11
号
線
、

古
城
が
丘
団
地
17
号
線

市
道
の
認
定

◆
水
口
町
朝
日
が
丘
団
地
11
号
線
外

６
路
線

財
産
の
取
得

◆
小
中
学
校
配
備
の
電
子
黒
板
購
入

に
つ
き
、
株
式
会
社
サ
ン
ク
ス
と

９
２
２
７
万
４
６
０
０
円
で
契
約

締
結

報
告
事
項

◆
令
和
３
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

◆
経
営
状
況
の
報
告

　

◦
信
楽
高
原
鐵
道
㈱

　

◦
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
こ
う
か

　

◦
土
山
町
緑
の
ふ
る
さ
と
振
興
会

　

◦
甲
賀
創
健
文
化
振
興
事
業
団

　

◦
あ
い
の
土
山
文
化
体
育
振
興
会

　

◦
㈱
あ
い
コ
ム
こ
う
か
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議案等の名称 提案者

討論 凛風会 誠翔会 公明党
日本共産党

甲賀市議員団 北
田　

麗
子

福
井　
　

進

糸
目　

仁
樹

結　

果反
対

賛
成

西
田　
　

忠

瀬
古　

幾
司

西
村　
　

慧

林
田　

久
充

橋
本　

恒
典

谷
永　

兼
二

田
中　

新
人

橋
本　

律
子

中
島　

裕
介

奥
村　

則
夫

小
倉　
　

剛

戎
脇　
　

浩

小
河　

文
人

木
村　

眞
雄

堀　
　

郁
子

田
中　

將
之

西
山　
　

実

岡
田　

重
美

山
岡　

光
広

賛否の分かれた議案・意見書 議決結果

令和３年度甲賀市一般会計歳入
歳出決算の認定を求めることに
ついて 

市
　
長

西
　
山

橋
本
恒

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠
席

○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○
認
定

令和３年度甲賀市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定を
求めることについて 

市
　
長

山
　
岡

中
　
島

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠
席

○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○
認
定

令和３年度甲賀市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定
を求めることについて 

市
　
長

山
　
岡

中
　
島

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠
席

○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○
認
定

令和３年度甲賀市介護保険特別
会計歳入歳出決算の認定を求め
ることについて 

市
　
長

山
　
岡

木
　
村

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠
席

○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○
認
定

世界平和統一家庭連合（旧統一
協会）と政治家との癒着・政治
の歪みを質すため徹底追及する
ことを求める意見書の提出につ
いて 

山
　
岡

橋
本
律

岡
　
田

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
欠
席

● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● 否

東京五輪・パラリンピック汚職
事件の徹底解明を求める意見書
の提出について 

岡
　
田

奥
　
村

西
　
山

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
欠
席

● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● 可

国民健康保険の高額療養費負担
制度の継続を求める意見書の提
出について 

西
　
山

堀
岡
　
田

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
欠
席

● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● 否

賛否の分かれた請願　議決結果

請願の名称 請願人

熱中症対策として高齢者世帯の
エアコン購入及び設置に補助を
求める請願 

大
原
盾
夫

門
　
　
治

田
中
新

山
　
岡

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
欠
席

● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ●
不
採
択

○：賛成　●：反対

※田中喜克議員は議長のため採決に加わらない
（敬称略）

9 月定例会議案の審議結果
全員賛成で可決・認定した議案

人 事
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ
て（全4件）

決算認定

令和３年度野洲川基幹水利施設管理事業特別会計歳
入歳出決算の認定を求めることについて

令和３年度甲賀市病院事業会計決算の認定を求める
ことについて

令和３年度甲賀市水道事業会計決算の認定を求める
ことについて

令和３年度甲賀市診療所事業会計決算の認定を求め
ることについて

令和３年度甲賀市介護老人保健施設事業会計決算の
認定を求めることについて

令和３年度甲賀市下水道事業会計決算の認定を求め
ることについて

条例改正

甲賀市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

甲賀市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の
制定について

甲賀市老人福祉医療費助成条例の一部を改正する条
例の制定について

甲賀市営住宅条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

補正予算

令和４年度甲賀市一般会計補正予算（第４号）

令和４年度甲賀市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

令和４年度甲賀市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

令和４年度甲賀市介護保険特別会計補正予算（第１
号）

令和４年度甲賀市診療所事業会計補正予算（第１号）

令和４年度甲賀市一般会計補正予算（第５号）

令和４年度甲賀市一般会計補正予算（第６号）

その他

市道路線の廃止につき議決を求めることについて

市道路線の認定につき議決を求めることについて

財産の取得につき議決を求めることについて

提案者 全員賛成で可決した議案

意見書

戎脇
滋賀県ふぐの取扱いの規制に関する条例一
部改正にかかる意見書の提出について

堀
女性デジタル人材育成を強力に推進するた
めの支援を求める意見書の提出について

田中將
地方の農地の保全と活用のための支援拡充
を求める意見書の提出について



委員長　小河文人　副委員長　岡田重美　　福井進・奥村則夫・瀨古幾司・西村慧・堀郁子・谷永兼二

■7月21日

公共施設使用料の見直しに係る基本方針（原案）につ

いて、協働のまちづくり指針（案）について、水口中

央公民館周辺整備について等

■8月23日

消防団が抱える諸課題とその対応策について、自治

振興会に係る例規等について、地域情報基盤コミュ

ニティサービスの見直し（終了）について等

■9月16日

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について、８月及び９月上旬の大雨の対応

について、第２次総合計画第２期基本計画実施計画

について

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

日誌

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

総務常任委員会

付
託
議
案
審
査

市議会だより　vol.729

基本方針のめざす将来像

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
に
係
る

基
本
方
針（
原
案
）に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
上
昇
に
よ
り
急
激

な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、
目
標
は

維
持
し
な
が
ら
基
本
方
針
の
一
部
を
変

更
し
行
動
計
画
を
見
直
す
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

Q
施
設
間
の
不
均
衡
は
コ
ロ
ナ
禍
に
は

当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

A
旧
町
間
の
不
均
衡
は
早
急
に
見
直
し

が
必
要
と
考
え
、
激
変
緩
和
で
据
え
置

き
部
分
は
令
和
７
年
に
実
施
の
予
定
。

Q
稼
働
率
を
上
げ
る
事
が
大
事
で
は
。

A
稼
働
率
を
上
げ
る
事
は
考
え
る
。

所
管
事
務
調
査

消
防
団
が
抱
え
る
諸
課
題
と
そ
の
対

応
策
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
９
月
の
総
務
常
任
委
員
会

代
表
質
問
で
挙
げ
ら
れ
た
諸
課
題
に
対

し
現
時
点
の
対
応
策
①
令
和
６
年
度
以

降
５
年
間
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会
出
動
隊

に
つ
い
て
消
防
団
の
意
見
を
ま
と
め

る
。
②
市
広
報
紙
へ
隔
月
に
消
防
団

コ
ー
ナ
ー
を
掲
載
。
③
女
性
消
防
団
員

の
増
強
目
標
値
を
定
め
る
等
を
確
認
し

ま
し
た
。

主
な
質
疑

Q
女
性
消
防
団
員
は
啓
発
に
徹
す
る
の

か
、
現
場
に
も
出
る
の
か
。

A
火
災
予
防
や
応
急
手
当
な
ど
の
啓

発
、
避
難
所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

側
面
的
な
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

働
き
な
が
ら
育
児
が
し
や
す
い
環
境

整
備
を
進
め
る
た
め
、
地
方
公
務
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
が
令
和
４
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
う
も
の
。
職
員
が
同
一
の

子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
を
現
行
の

１
回
か
ら
２
回
ま
で
取
得
可
能
と
す
る

等
、
取
得
回
数
の
緩
和
が
さ
れ
ま
す
。

主
な
質
疑

Q
改
正
に
よ
り
期
待
す
る
効
果
は
。

A
育
休
の
２
回
取
得
が
可
能
と
な
る
こ

と
で
、
男
女
が
協
力
し
て
取
得
で
き
、
男

性
の
育
休
取
得
率
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
期
待
す
る
。

採
決

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定

水
口
中
央
公
民
館
周
辺
整
備
に
つ
い

て

　

水
口
中
央
公
民
館
は
築
52
年
が
経
過

し
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
旧
水
口
体

育
館
並
び
に
公
民
館
別
館
を
解
体
し
、

現
在
の
施
設
機
能
に
多
文
化
共
生
機
能

を
加
え
た
複
合
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ

ま
す
。
令
和
６
年
６
月
に
改
築
工
事
完

了
予
定
で
す
。

 

報
告
事
項

水口中央公民館改築工事計画案



市民の生活と福祉、医療、介護、子育て、文化やスポーツ、
教育に関わる委員会です。

委員長　橋本律子　副委員長 戎脇浩　 北田麗子・木村眞雄・中島裕介・山岡光広・田中新人

日誌

市民の生活と福祉、医療、介護、子育て、文化やスポーツ、

厚生文教常任委員会
■７月22日　委員会協議会

新型コロナウイルスワクチンの接種について、信楽

地域包括支援センター運営業務委託の状況につい

て、伴谷統合認定こども園整備事業について等

■8月22日

民間活力導入検討に係るサウンディング型市場調査

の結果について、窓口業務等の次期委託先の決定に

ついて、甲賀市地域型保育事業所整備事業について

■9月14日

令和３年度国民健康保険特別会計決算、介護保険特

別会計歳入歳出決算、診療所事業会計決算、福祉医

療費助成条例の一部改正、財産の取得等

■9月16日

夢の学習事業について、水口医療介護センター指定

管理者制度の導入について、おくやみ窓口の設置等

付
託
議
案
審
査

2022.11 10

夢
の
学
習
事
業
に
つ
い
て

　

公
民
館
事
業
を
委
託
し
て
い
る
夢
の

学
習
の
予
算
が
年
々
拡
大
し
て
お
り
、

委
託
内
容
や
方
向
性
を
調
査
し
ま
し

た
。

主
な
質
疑

Q
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
事
業

範
囲
が
拡
大
。
市
の
主
体
的
な
委
託
な

の
か
。
各
担
当
課
と
の
調
整
は
ど
う
か
。

A
事
業
者
側
か
ら
の
提
案
も
あ
る
。
生

涯
学
習
の
範
囲
と
し
て
委
託
し
て
い
る

が
、
福
祉
分
野
な
ど
と
の
調
整
不
足
は

否
め
な
い
。
今
後
更
に
調
整
を
重
ね
る
。

Q
夢
の
学
習
で
は
参
加
費
は
無
料
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
報
酬
が
発
生
。
一
方
、

従
来
か
ら
の
重
複
事
業
で
は
参
加
費
は

有
料
、
出
役
は
無
報
酬
で
あ
り
、
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば

一
定
の
整
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
問
題
点
は
把

握
し
て
い
る
が

夢
の
学
習
は
無

料
が
特
徴
で
あ

る
。
今

後

従

来

事
業
と
の
重
複

回
避
や
差
別
化

を

進

め
、
解

決

に
努
め
る
。

公
立
甲
賀
病
院
の
甲
賀
市
立
化
に
係

る
事
務
的
協
議
の
状
況
に
つ
い
て

　

甲
賀
・
湖
南
一
部
事
務
組
合
の
公
立

甲
賀
病
院
の
市
立
化
を
目
指
し
て
の
協

議
に
関
し
、
現
状
お
よ
び
進
捗
を
調
査

し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

Q
市
内
の
医
療

体
制
を
効
率
的

に
整
備
す
る
上

で
有
効
な
方
向

性
だ
と
考
え
る

が
、
予

定

通

り

に
進
ん
で
い
る

の
か
。

A
医
療
・
財
政
・
組
合
手
続
関
係
の
３

部
会
に
分
か
れ
、
論
点
の
整
理
や
検
討

を
進
め
て
い
る
。
一
方
、
副
管
理
者
で
あ

る
湖
南
市
長
か
ら
現
状
の
経
営
課
題
の

解
決
が
先
決
と
し
て
、
６
項
目
の
具
体

的
な
改
善
策
を
求
め
ら
れ
た
が
、
進
展

が
見
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
る
。

　

請
願
、
特
別
会
計
決
算
、
条
例
改
正

な
ど
14
議
案
を
審
査
お
よ
び
採
決
。

熱
中
症
対
策
と
し
て
高
齢
者
世
帯
の

エ
ア
コ
ン
購
入
及
び
設
置
に
補
助
を

求
め
る
請
願

所
管
事
務
調
査

　

委
員
会
協
議
会
に
お
い
て
請
願
人
よ

り
願
意
を
伺
い
、
質
疑
、
更
に
意
見
交

換
後
、
採
決
。

  

反

対

討

論

　

生
活
保
護
費
に
も
エ
ア
コ
ン
加
算
が

あ
り
、
既
存
の
貸
付
金
等
の
施
策
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
か
ら
反

対
。

  

賛

成

討

論

　

低
所
得
高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
と
し

て
補
助
す
る
こ
と
は
有
効
な
施
策
で
あ

る
こ
と
か
ら
賛
成
。

採
決

賛
成
少
数
に
て
不
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定

令
和
３
年
度
甲
賀
市
病
院
事
業
会
計

決
算
認
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

信
楽
中
央
病
院
の
企
業
会
計
決
算
の

内
容
に
つ
い
て
、
市
民
の
公
的
医
療
に

寄
与
し
た
か
、
と
い
う
視
点
で
審
査
。

主
な
質
疑

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
病
床

確
保
料
は
予
定
通
り
収
納
で
き
た
か
。

A
３
月
分
は
５
月
の
入
金
と
な
っ
た

が
、
決
算
確
定
ま
で
で
あ
っ
た
た
め
、
年

度
内
の
歳
入
と
し
て
計
上
済
。

採
決

全
員
賛
成
に
て
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定

夢の学習そろばん教室



委員長　橋本恒典　副委員長 西田忠　　西山実・糸目仁樹・小倉剛・林田久充・田中將之

産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

■7月15日

所管事務調査　貴生川駅周辺整備事業について

報告　道の駅あいの土山の再整備に向けた進捗状

況、茶のブランド化について等

■8月9日

所管事務調査 甲賀市環境未来都市宣言について

道の駅あいの土山の活性化に向けた意見交換会の結

果、産業建設常任委員会代表質問について

■9月15日

付託案件審査　野洲川基幹水利施設管理事業特別会

計等６件を審査

報告事項　データセンター誘致に向けた取組状況に

ついて

日誌

産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

産業建設常任委員会

付
託
議
案
審
査

市議会だより　vol.7211

貴
生
川
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

貴
生
川
駅
周
辺
特
区
構
想
の
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
貴
生
川
駅
南
口
の
整
備

や
杣
川
河
川
憩
い
空
間
の
整
備
等
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
と
市
が
一
緒
に
考
え
実
現

さ
せ
る
協
議
の
場
で
あ
る「
貴
生
川
エ
リ

ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議
」を
設
立
し

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

主
な
質
疑

Q
11
月
に
実
施
さ
れ
る
社
会
実
験
に
つ

い
て
目
的
は
。

A
貴
生
川
駅
周
辺
の
ま
ち
の
在
り
方
に

向
け
て
、
杣
川
と
駅
を
つ
な
ぐ
賑
わ
い

創
出
の
社
会
実
験
を
実
施
し
な
が
ら
、

基
本
構
想
に
反
映
し
た
い
。

Q
貴
生
川
駅
の
利
用
者
な
ど
の
デ
ー
タ

分
析
を
。

A
駅
の
利
用
者
数
、
地
価
な
ど
の
数
値

デ
ー
タ
も
し
っ
か
り
示
し
て
い
く
。

甲
賀
市
環
境
未
来
都
市
宣
言
に
つ
い

て
主
な
質
疑

Q
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
りS

D
G

s

な

ど
、大
局
的
な
観
点
が
必
要
で
は
。

土
山
「
ほ
う
じ
茶
」
の
ブ
ラ
ン
ド
発

表
に
つ
い
て

　

「
土
山
一
晩
（
ひ
と
ば
ん
）
ほ
う
じ
」

は
土
山
産
の
茶
葉
を
一
晩
寝
か
せ
、
微

発
酵
さ
せ
て
か
ら
焙
煎
す
る
こ
と
で
、

ほ
う
じ
茶
の
香
ば
し
さ
に
加
え
、
発
酵

に
よ
る
甘
く
華
や
か
な
香
り
を
楽
し
め

る
の
が
特
徴
。
茶
農
家
、
茶
匠
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

所
管
事
務
調
査

A
持
続
可
能
な
ま
ち
を
文
章
の
中
に
入

れ
て
い
る
。

Q
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
進
め
た
結
果
、
山

や
森
林
を
削
っ
て
大
雨
で
被
害
が
出
て

い
る
。
十
分
留
意
を
。

A
他
部
署
と
も
連
携
し
て
、
推
進
と
規

制
を
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
い
き
た

い
。道

の
駅
あ
い
の
土
山
の
活
性
化
に
向

け
た
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

　

８
月
３
日
、
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
に

て
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会

で
は
①
現
在
の

道
の
駅
あ
い
の

土
山
に
つ
い
て

②
土
山
の
特
産

品
で
あ
る
お
茶

に
つ
い
て

③
今

後
の
道
の
駅
の

経
営
に
つ
い
て

（
組
織
体
制
・
人
材
・
企
画
・
商
品
開
発
・

販
路
拡
大
な
ど
）
に
つ
い
て
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
開
催
。
出
さ
れ
た
意
見

を
も
と
に
報
告
書
を
作
成
、
委
員
会
代

表
質
問
等
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

報
告
そ
の
他

　

令
和
３
年
度
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設

管
理
事
業
特
別
会
計
、
甲
賀
市
水
道
事

業
会
計
決
算
、
甲
賀
市
下
水
道
事
業
会

計
決
算
、
甲
賀
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
、
市
道
路
線

の
廃
止
、
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

採
決

以
上
６
件
、
全
員
賛
成
で
認

定
・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

意見交換会の様子

統一ブランドでの商品開発
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QRコード で質問の
録画が見られます。

順番 氏　　名 質問事項

１ 奥
おく

村
むら

則
のり

夫
お １ 育児休業について

２ 空き家対策について

2 西
にし

山
やま

実
みのる

１ コロナ感染拡大による対策の強化につい
て

２ 朝ご飯を食べずに登校する児童に朝食を
３ 地域別グランドデザインについて 
４ 第４水口台市道崩落のその後の計画につ

いて  

３ 糸
いと

目
め

仁
まさ

樹
き

１ 空き家問題  遺品整理補助について 
２ 甲賀市環境未来都市宣言について 
３ 肥料を使わず微生物を活かした新農法の

推奨

４ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし １ 水口医療介護センターの改革について

２ 水口スポーツの森プールの今後について

５ 田
た

中
なか

新
あら

人
と

１ マイナンバーカードのさらなる普及と利
用促進について  

２ スポーツを活用した地方創生について
３ コロナ感染対策について  

６ 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ

１ 重層型支援について  
２ 教育支援について  
３ まるーむの活用について  
４ 水口公園の活用について  
５ セキュリティーシステムについて

７ 小
お

倉
ぐら

剛
つよし １ 林業の実態と政策について  

２ 通学バス利用について（土山小学校） 
３ 小水力発電について

８ 木
き

村
むら

眞
まさ

雄
お

１ 学校施設内の防犯対策について
２ 庁舎内にバリアフリー対応の証明写真機

の設置を
３ 駅を有効活用して、まちづくりの拠点に

9 山
やま

岡
おか

光
みつ

広
ひろ

１ 世界平和統一家庭連合(旧統一協会)につ
いて  

２ 新型コロナ「第７波」の特徴をふまえた緊
急対策を求める  

３  「信楽高原鐵道事故史」を公開停止とした
経緯について  

４ 学校図書館の蔵書の充実、図書費の計算
システムの見直しを求める

順番 氏　　名 質問事項

10 岡
おか

田
だ

重
しげ

美
み

１ 公共施設使用料の見直しについて 
２ 隼人川みずべ公園にトイレの設置を 
３ 国道1号線の道路補修と除草について
４ 南土山不動橋の舗装、市道東土山線の道

路整備について

11 福
ふく

井
い

進
すすむ １ タブレット等の活用と予算の在り方につ

いて  
２ 公私連携による認定こども園について

12 西
にし

田
だ

忠
まこと １ ソーラー発電所に関連した水害に学ぶ

２ 伴中山・春日間の事業所について

13 林
はやしだ

田 久
ひさ

充
みつ

１ 工業振興による地域への影響と解決につ
いて  

２ （仮称）伴谷くじらこども園新築工事の進
捗について

14 西
にし

村
むら

慧
けい

１ 地域が実施する自主運行事業等への支援
について  

２ 本市における移住・定住促進施策の効果
について  

３ 住宅地における公園の維持管理について

15 中
なか

島
じま

裕
ゆう

介
すけ １ 『ふるさと納税』の現状と方向性について

２ 植樹祭後の会場整備について

16 瀨
せ

古
こ

幾
いく

司
じ １ ごみ集積所について  

２ 貴生川駅北口ロータリーについて

17 橋
はし

本
もと

律
りつ

子
こ １ 公民連携による財政健全化強化を 

２ 市の国土利用計画について 

18 小
お

河
がわ

文
ふみ

人
と １ 植樹祭後の、本市の脱炭素社会への取り

組みについて  
２ 地理的表示GIについて

19 北
きた

田
だ

麗
れい

子
こ １ 移住者の声が反映される移住定住施策に

ついて  
２ 市職員の働き方改革について

20 田
た

中
なか

將
まさ

之
ゆき

１ 商品軽自動車に対する軽自動車税種別割
の課税免除について  

２ 地場産業の後継者育成を  文化芸術をま
ちづくりの柱に  

３ 子どもの目の健康予防について

令和４年　第４回甲賀市議会定例会一般質問（通告順）

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。公職選挙法メモ

総合政策部理事 総政理事 こども政策部長 こ政部長 産業経済部長 産経部長

健康福祉部長 健福部長 総合政策部長 総政部長 産業経済部理事 産経理事

危機・安全管理統括監 危機統括監 市民環境部長 市環部長 選挙管理委員会事務局長 選管局長

■答弁者の凡例

委員会・氏 名 質　　問　　事　　項

総務常任委員会

小
お

河
がわ

文
ふみ

人
と

今後の自治振興会のあり方について問う

１ 過去の総括について　　　　　　　４　自治振興交付金の考え方について

２　組織と役割について　　　　　　　５　法規関係の整理

３　組織規模とエリア設定について　　６　今後の課題解決に向けて　　　

産業建設常任委員会

橋
はし

本
もと

恒
ひさ

典
のり 道の駅あいの土山の活性化に向けて

令和 4 年　第 4 回甲賀市議会定例会委員会代表質問

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。市市のの考考えをえを問問うう 目次２常任委員会と２常任委員会と

20人の議員が20人の議員が
令和４年

9月8日・9日・12日・13日



市議会だより　vol.7213  QRコード で質問の
録画が見られます。

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。公職選挙法メモ

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

上
位
と
位
置
づ
け
る

10
年
が
経
過
し
た
自
治
振

興
会
の
基
本
は

再
整
備
を
進
め
賑
わ
い
を

創
出
す
る

道
の
駅
あ
い
の
土
山
の
活

性
化
は

A

A

Q

Q

Q
過
去
の
総
括
に
つ
い
て
。

 

総
政
部
長　

自
治
振
興
会
と
区
・
自

治
会
の
役
割
が
明
確
に
で
き
な
か
っ
た

た
め
10
年
が
経
過
し
整
理
の
必
要
性
を

鑑
み
、
実
情
に
沿
っ
た
見
直
し
を
計
る
。

Q
組
織
の
役
割
に
つ
い
て
。

 

総
政
部
長　

区
・
自
治
会
が
自
治
振

興
会
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
区
を
ま

た
ぐ
広
域
的
な
課
題
は
自
治
振
興
会
で

共
有
す
る
。

Q
組
織
の
規
模
と
エ
リ
ア
設
定
は
。

 

総
政
部
長　

エ
リ
ア
は
、
基
本
小
学

校
区
と
し
、
地
域
で
決
定
も
可
能
。

Q
自
治
振
興
交
付
金
の
考
え
方
は
。

 

総
政
部
長　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、

抜
本
的
に
見
直
す
方
向
で
考
え
る
。
会

計
は
市
の
監
査
委
員
の
対
象
で
あ
る
。

Q
法
規
関
係
の
整
理
は
行
う
の
か
。

 

総
政
部
長　

自
治
振
興
会
規
則
は
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
上
位
条
例
と

位
置
付
け
る
。
ま
た
、
自
治
振
興
会
を

Q
道
の
駅
あ
い
の
土
山
の
現
状
と
再

整
備
に
向
け
た
考
え
方
は
。

 

市
長　

施
設
の
老
朽
化
を
含
め
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
な
時
期
で
あ
り
、

再
整
備
を
進
め
地
域
課
題
の
解
決
、
に

ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
た
い
。

Q
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
の
考
え

は
。

委員会代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

総務常任委員会

産業建設常任委員会

小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と

橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

行
政
区
と
位
置
付
け
な
い
。
名
称
変
更

は
、
所
管
課
に
お
い
て
規
則
の
解
釈
に

よ
り
変
更
さ
れ
た
た
め
、
解
釈
が
異
な

ら
な
い
よ
う
に
、
規
則
を
明
確
化
す
る
。

Q
今
後
の
課
題
解
決
に
向
け
て
。

 

総
政
部
長　

各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

で
統
一
し
た
施
設
利
用
や
地
域
支
援
が

で
き
る
よ
う
、
整
備
を
進
め
る
。
公
的

な
事
業
の
整
理
を
行
い
、
地
域
と
市
の

役
割
を
明
確
化
す
る
。
区
・
自
治
会
に

お
願
い
し
て
い
る
文
書
配
布
を
直
接
行

政
が
担
う
。
甲
賀
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ョ
ン

の
進
捗
に
あ
わ
せ
、
情
報
伝
達
の
シ
ス

テ
ム
開
発
を
進
め
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
や
地
域
通
貨
に
つ
い

て
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
連

携
し
進
め
て
い
く
。

 

産
経
部
長　

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
念
頭
に
事
業
を
進
め
る
。

Q
今
後
も
田
村
神
社
や
土
山
宿
と
の

連
携
を
深
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

産
経
部
長　

田
村
神
社
、
土
山
宿
と

の
連
携
を
進
め
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
お
茶
に
特
化
し
た
道
の
駅
に
し
て

は
。

 

産
経
部
長　

お
茶
に
特
化
し
た
道
の

駅
「
お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
」

の
事
例
も
参
考
に
、
産
地
を
活
か
し
た

取
り
組
み
を
検
討
。

Q
計
画
で
は
売
上
げ
を
３
年
以
内
に

現
在
の
２
倍
に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
。

 

副
市
長　

来
場
者
数
を
１
・
５
倍
の
約

20
万
人
に
、
現
在
の
客
単
価
を
６
４
０

円
か
ら
８
０
０
円
程
度
に
引
き
上
げ
、

目
標
の
１
億
６
千
万
円
を
達
成
し
た

い
。

Q
組
織
体
制
の
見
直
し
は
。

 

副
市
長　

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
ふ

さ
わ
し
い

組
織
体
制

を
整
え
た

い
。
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８月に実施した市民との意見交換会

まちづくりの一例

道の駅「お茶の京都　みなみやましろ村」
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QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
枯
草
を
土
に
被
せ

て
マ
ル
チ
で
カ
バ
ー

す
る
こ
と
で
発
生
す

る
糸
状
菌
が
農
作
物

に
良
い
。
糸
状
菌
は
、

草
の
栄
養
を
農
作
物

に
運
ぶ
役
割
を
し
、

強
い
農
作
物
を
育
て

る
。
強
い
作
物
は
虫

が
寄
ら
な
い
た
め
、

農
薬
が
不
要
に
な
る
。

ま
た
、
肥
料
が
不
必

要
で
あ
る
。
現
在
、
肥
料
不
足
が
深
刻
だ
が
、
こ
の
微

生
物
農
法
を
推
奨
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
か
。

産
経
理
事　

こ
の
微
生
物
農
法
は
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
の
対
象
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
用
い
た
支

援
が
出
来
な
い
か
検
討
す
る
。

Q
空
家
問
題
の
原
因
と
し
て
遺
品
整
理
が
大
き
な
障

壁
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
も
っ
と
支
援
出
来
な
い
か
。

建
設
部
長　

遺
品
整
理
事
業
に
最
大
10
万
円
を
補
助

す
る
な
ど
、
様
々
な
補
助
制
度
が
あ
る
。
ま
た
、
総
合

的
な
支
援
は
住
宅
建
築
課
に
て
対
応
を
し
て
い
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

育
児
と
仕
事
の
両
立
で
き
る
職
場
を

育
児
休
業
の
甲
賀
市
モ
デ
ル
を

Q
一
般
企
業
の
育
児
休
業
の
取
得
状
況
は
。

産
経
部
長　

女
性　

94
・
２
％　

男
性　

16
・
７
％
。

Q
市
役
所
内
の
育
児
休
業
の
取
得
状
況
は
。

総
務
部
長　

女
性　

１
０
０
％　

男
性　

22
・
２
％
。

Q
空
き
家
対
策
と
移
住
定
住
と
合
わ
せ
た
わ
か
り
や

す
い
窓
口
を
作
っ
て
は
。

総
政
部
長　

来
庁
者
が
迷
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
案

内
等
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Q
空
き
家
の
利
用
者
の
地
域
へ
の
受
け
入
れ
体
制
と

空
き
家
利
用
者
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

総
政
部
長　

集
落
ご
と
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
作
成
や
移

住
サ
ポ
ー
タ
ー
の
任
命
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
構
築
す

る
。

Q
空
き
家
の
企
業
向
け
の
利
用
と
個
人
向
け
の
利
用

の
２
本
柱
で
の
取
り
組
み
を
。

建
設
部
長　

個
人
や
法
人
・
団
体
等
に
よ
る
利
用
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
、
広
く
Ｐ
Ｒ
が
行
え
る
方
法
を

模
索
し
て
い
く
。

A Q

県
に
対
し
て
し
っ
か
り
要
請
し
て
い
く

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
対
策
の
強
化
を

Q
第
７
波
の
感
染
拡
大
で
は
、
発
熱
外
来
に
予
約
が

殺
到
し
、
対
応
で
き
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
発
熱
外
来

の
抜
本
的
な
強
化
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
充
実
な
ど
、
県
へ

の
要
請
と
市
独
自
の
検
査
体
制
の
確
立
を
。

健
福
部
長　

コ
ロ
ナ
対
策
は
、
国
や
県
に
お
い
て
総

合
的
に
検
討
さ
れ
る
も
の
。
保
健
所
機
能
の
強
化
も
含

め
引
き
続
き
要
請
を
強
め
る
。
ま
た
、
市
独
自
に
抗
原

キ
ッ
ト
を
確
保
し
、
福
祉
関
係
施
設
に
配
布
し
て
い
る
。

Q
小
学
校
低
学
年
に
朝
食
を
食
べ
ず
に
登
校
す
る
児

童
が
多
い
、
学
校
朝
食
を
検
討
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

朝
食
の
重
要
性
を
鑑
み
、
各
家
庭
に
お
け

る
朝
食
摂
取
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
部
局
や

関
係
機
関
と
連
携
し
て
研
究
し
て
い
く
。

Q
地
域
別
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
関
わ
り
の
強
化
を
。

総
政
部
長　

地
域
に
丸
投
げ
せ
ず
、
市
の
職
員
も
し

っ
か
り
関
わ
り
な
が
ら
課

題
解
決
に
努
め
る
。

Q
第
四
水
口
台
市
道
崩
落

か
ら
29
年
、
現
在
の
検
討

状
況
は
。

建
設
部
長　

地
下
水
位
が

高
い
こ
と
か
ら
、
市
道
の

復
旧
は
難
し
い
が
、
引
き

続
き
監
視
し
て
い
く
。

A Q

県
補
助
金
の
適
応
を

肥
料
の
要
ら
な
い
微
生
物
農
法
の
推
進
を

A Q

フェンスが設置された崩落現場

空き家バンク

誠 翔 会

日本共産党

無 所 属

奥
おく

村
むら

則
のり

夫
お

西
にし

山
やま

実
みのる

糸
いと

目
め

仁
まさ

樹
き

甲賀流

滋賀県

甲賀市空き家バンクの
登録にはメリットいっぱい！！

登録物件の成約で

１. 成約補助事業

空き家バンク

最大５万円
売 貸 主に( )

３．空き家と一緒に

農地も売却できる！

空き家バンクに登録すれば

   隣接する農地も一緒に

　　   売却できる‼

２. 家財処分事業

最大１０万円

家財整理・処分費用

空き家バンク登録物件

お問い合わせ

甲賀市役所　建設部　住宅建築課　
空家対策室

ＴＥＬ　０７４８-６９-２２１４

ＦＡＸ　０７４８-６３-４６０１

e-mail　 koka10405000@city.koka.lg.jp

お持ちの空き家について

　ぜひご相談ください

糸状菌の写真

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。公職選挙法メモ



市議会だより　vol.7215  QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
５
月
に
制
定
さ
れ
た
困
難
女
性
支
援
法
を
受
け
て

重
層
型
支
援
体
制
に
女
性
支
援
の
枠
組
み
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
女
性
相
談
支
援
員
の
設
置
、
ラ
イ
ン
相
談
の

活
用
、
庁
内
の
女
性
活
躍
と
の
協
力
、
産
婦
人
科
や
心

理
士
と
の
連
携
、
夜
間
の
相
談
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

 

健
福
部
長　

女
性
支
援
の
枠
組
み
は
大
変
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。
ラ
イ
ン
相
談
は
近
々
開
始
す
る
。
様
々

な
関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
に
努
め
る
。
夜
間
は
24
時

間
電
話
相
談
の
連
絡
先
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す

る
。

Q
子
供
の
才
能
を
伸
ば
す
た
め
『
金
の
卵
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
な
ど
に
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
教

育
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
学
び
た
い
ア
プ

リ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
全
国
大
会
へ
出
場
す

る
よ
う
な
方
々
へ
の
支
援
は
ど
う
か
。

 

教
育
部
長　

全
員
参

加
の
ラ
イ
ブ
配
信
な

ど
す
る
。
教
育
ク
ー

ポ
ン
は
特
定
分
野
・

経
済
的
負
担
軽
減
へ

有

効
。

研

究

す

る
。

ア
プ
リ
導
入
は
検
討
。

今
年
か
ら
激
励
金
を

支
給
し
て
い
る
。

壁
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
も
っ
と
支
援
出
来
な
い
か
。

的
な
支
援
は
住
宅
建
築
課
に
て
対
応
を
し
て
い
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

前
向
き
に
検
討
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る

小
学
校
プ
ー
ル
を
市
民
に
開
放
し
て
は

Q
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
プ
ー

ル
が
老
朽
化
か
ら
廃
止
の
方

向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
や

は
り
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た

市
民
プ
ー
ル
の
代
替
え
機
能

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
小
学
校
で
の
分
団
水
泳
が

監
視
の
方
法
等
か
ら
困
難
に

な
っ
て
い
る
中
、
夏
休
み
の

健
康
的
な
時
間
の
使
い
方
に

プ
ー
ル
は
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
水
中
歩
行
な
ど
、
全
世
代
に
渡
っ
て
社
会
教
育
施

設
と
し
て
の
必
要
性
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば

自
治
振
興
会
に
委
託
し
、
鍵
や
水
質
、
水
温
の
適
正
な

管
理
運
営
、
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
上
で
の
監
視

業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
学
校
開
放
の
一
環

と
し
て
の
プ
ー
ル
開
放
事
業
が
可
能
で
は
な
い
か
。

 

教
育
部
長　

救
護
室
な
ど
の
整
備
、
民
間
委
託
の
現

実
性
な
ど
課
題
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

Q
７
月
の
土
日
を
含
め
、
学
校
施
設
の
有
効
活
用
に

も
な
り
、
元
々
水
も
溜
ま
っ
て
い
る
の
で
初
期
投
資
は

少
な
い
。
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
。

 

教
育
部
長　

提
案
に
沿
っ
た
課
題
解
決
方
法
を
確
認

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

A Q

第
２
弾
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
最
大
２
万

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
と
促
進
は

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
は
。

 

市
環
部
長　

本
年
９
月
末

（
現
在
は
12
月
末
）
ま
で
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
さ
れ
た
方
対
象
に
、

新
規
取
得
で
５
千
円
分
、

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利

用
申
し
込
み
で
７
５
０
０

円
分
、
公
金
受
取
口
座
の

登
録
で
７
５
０
０
円
分
、

計
最
大
２
万
円
分
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
立
ち
上
げ
と
ス
ポ
ー

ツ
資
源
を
活
用
し
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

 

教
育
部
長　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、「
甲
賀
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
大
会
」
目
指
し
様
々
な
分
野
で
官
民
連
携
の
大
会
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
の
森
の
一
角
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
を

造
っ
て
ほ
し
い
。

 

建
設
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
人
気
は
高

く
、
頂
い
た
声
を
反
映
さ
せ
た
い
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
を
行
っ
て
は
。

 

教
育
部
長　

大
会
の
機
運
を
高
め
る
有
効
な
施
策
で

検
討
す
る
。

A Q

枠
組
み
は
大
変
重
要
と
認
識
し
て
い
る

重
層
型
支
援
に
女
性
支
援
の
枠
組
み
を

A Q

商業施設での申請会場

老朽化が著しい「水口スポーツの森プール」

誠 翔 会

凛 風 会

公 明 党

戎
えびすわき

脇　浩
ひろし

田
た

中
なか

　新
あら

人
と

堀
ほり

　郁
いく

子
こ

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。公職選挙法メモ
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録画が見られます。

Q
全
国
の
駅
に
は
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
活
用
し
て
、
駅

を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
本
市
で
も
こ
れ

を
参
考
に
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

 

建
設
部
長　

本
市
の
各
駅
で
も
賑
わ
い
が
創
出
で
き
な

い
か
考
え
、
情
報
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
駅
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
市
に
お
い
て
重
要
な
施
策
の

一
つ
で
あ
る
と
と
ら
え
、
紹
介
さ
れ
た
事
例
を
参
考
に
、

鉄
道
の
利
用
促
進
の
み
な
ら
ず
、
駅
施
設
の
さ
ら
な
る

有
効
活
用
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
す
る
。

Q
庁
舎
内
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
証
明
写
真
機
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

 

総
務
部
長　

設
置
さ
れ
れ
ば
全
て
の
方
の
利
便
性
が
向

上
す
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
現
在
、
行
政

手
続
き
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
進
め
て
お
り
、
今

後
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

第
一
義
と
し
な
が
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
過

程
に
お
い
て
、
事
業
者

の
方
々
の
意
向
も
踏
ま

え
つ
つ
、
設
置
に
つ
い

て
判
断
し
て
い
く
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

調
査
を
進
め
る
準
備
を
し
て
い
る

市
内
で
の
小
水
力
発
電
の
可
能
性
は

Q
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
方
は
。

 

市
環
部
長　

地
域
活
性
化
な
ど
別
の
側
面
で
の
効
果

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
野
洲
川
や
大
戸
川
の
支
流

が
多
く
、
設
置
の
可
能
を
秘
め
て
い
る
本
市
に
お
い
て

は
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
中
で
小
水
力
発
電
の
導
入
推

進
に
向
け
た
方
策
を
検
討
す
る
。

Q
林
業
の
実
態
と
政
策
に
つ
い
て
。

 

市
長　

豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
に
し
っ
か
り
と
つ

な
い
で
い
く
た
め
、
引
き
続
き
各
施
策
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
市
民
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
環
境
保
全
の
意
識

を
持
ち
、
環
境
元
年
と
位
置
づ
け
た
本
年
を
さ
ら
な
る

契
機
と
い
た
し
ま
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
等
に
努
め
る
。

Q
通
学
バ
ス
の
補
助
対

象
の
見
直
し
は
。

 

副
市
長　

子
ど
も
た
ち

の
通
学
に
か
か
る
安
心
・

安
全
の
確
保
や
保
護
者
の

皆
様
方
の
不
安
解
消
に
つ

な
が
る
よ
う
に
、
速
や
か

に
改
善
が
図
れ
な
い
か
検

討
す
る
。

A Q

事
例
を
参
考
に
引
き
続
き
検
討
す
る

駅
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

A Q

非
難
さ
れ
る
団
体
と
関
る
べ
き
で
な
い

旧
統
一
協
会
と
政
治
家
の
関
り
に
つ
い
て

Q
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合(

旧
統
一
協
会)

と
政
治
家

の
癒
着
、
市
長
自
身
の
関
り
の
有
無
は
。

 

市
長　

旧
統
一
協
会
は
、
社
会
的
、
法
的
に
非
難
を

さ
れ
る
事
案
を
起
こ
し
た
団
体
で
あ
る
。
国
民
を
代
表

す
る
政
治
家
が
関
り
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
。

Q
第
七
波
の
特
徴
を
ふ
ま
え
た
コ
ロ
ナ
対
策
。
自
宅

療
養
者
へ
の
食
糧
支
援
、
検
査
キ
ッ
ト
は
配
備
、
感
染

リ
ス
ク
が
高
い
医
療
・
介
護
・
障
が
い
者
施
設
で
の
定

期
的
な
頻
回
検
査
、
予
約
な
し
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
若
中

年
層
へ
の
接
種
促
進
な
ど
拡
充
対
策
を
。

 

健
福
部
長　

要
望
が
あ
れ
ば
、
買
い
物
代
行
も
可
能
、

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
１
３
０
０
個
確
保
し
、
医
療
・
介

護
施
設
等
で
の
感
染
抑
止
対
策
に
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
向
上
に
取
り
組
む
。

Q
信
楽
高
原
鐵
道
事
故
史
を
な
ぜ
公
開
停
止
と
し
た

の
か
、
問
題
が
あ
れ
ば

加
筆
修
正
し
て
発
行
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

副
市
長　

客
観
性
の
担

保
な
し
に
編
集
さ
れ
た

も
の
。
内
容
修
正
を
要

請
す
る
考
え
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

A Q

通学バスの様子

「信楽高原鐡道事故史」

誠 翔 会

公 明 党

日本共産党

小
お

倉
ぐら

　剛
つよし

木
き

村
むら

　眞
まさ

雄
お

山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

津市役所内のバリアフリー型証明写真機

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。公職選挙法メモ



市議会だより　vol.7217  QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
公
共
施
設
の
使
用
料
に
、
受
益
者
負
担
の
考
え
を

持
ち
込
み
値
上
げ
を
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
活
動
に
支

障
を
き
た
す
も
の
。
使
用
料
値
上
げ
は
止
め
、
施
設
利

用
の
促
進
に
力
を
注
ぐ
べ
き
。

 

総
務
部
長　

使
用
料
の
見
直
し
を
進
め
る
一
方
で
、

よ
り
施
設
が
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
、
稼
働
率
の
向
上

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
も
示
し
て
い
く
。

Q
国
道
の
雑
草
が
目
立
つ
。
草
刈
り
の
徹
底
、
草
刈

り
の
回
数
を
増
や
す
よ
う
申
し
入
れ
を
。

 

建
設
部
長　

滋
賀
国
道
事
務
所
へ
申
し
入
れ
を
続
け

る
。

Q
南
土
山
不
動
橋
の
舗
装
が
は
が
れ
傷
ん
で
い
る
。

修
繕
を
。
市
道
東
土
山
線
の
道
路
整
備
の
完
了
は
。

 

建
設
部
長　

不
動
橋
は
舗
装
修
繕
を
行
う
。
東
土
山

線
は
早
期
完
了
に
向
け
予
算

確
保
に
努
め
る
。

Q
隼は

や

人と

川が
わ

み
ず
べ
公
園
は
利

用
者
が
増
え
て
い
る
。
早
急

に
ト
イ
レ
の
設
置
が
必
要
で

は
な
い
か
。

 

建
設
部
長　

紫し

が

ら

き

の

み

や

香
楽
宮　

史し

跡せ
き

公こ
う

園え
ん

と
調
和
の
と
れ
た

施
設
の
方
向
性
が
決
ま
れ

ば
、
検
討
を
進
め
る
。

多くの利用者で賑わう隼人川みずべ公園

設
置
へ
の
審
査
を
厳
格
に
行
う

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
関
連
の
水
害
に
学
ぶ

Q
７
月
19
日
、
春
日
・
八
田
地
区
で
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
に
関
連
す
る
災
害
あ
る
い
は
災
害
の
一
歩
手
前
の
状

況
が
発
生
し
た
。
市
の
認
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

 

建
設
部
長　

春
日
地
区
の
施
設
に
つ
い
て
は
是
正
指

導
を
し
、
対
策
が
行
わ
れ
る
予
定
。
早
期
の
是
正
工
事

完
了
と
土
砂
流
出
の
軽
減
に
向
け
指
導
を
継
続
す
る
。

　

八
田
地
区
の
２
箇
所
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
周
辺
か

ら
短
時
間
に
道
路
側
溝
に
許
容
量
を
超
え
る
雨
水
が
流

れ
込
ん
だ
。
現
在
は
側
溝
の
吐は

き

出だ
し

口ぐ
ち

を
広
げ
る
な
ど
の

工
事
を
実
施
し
、
今
ま
で
よ
り
多
く
の
水
が
流
れ
る
よ

う
に
対
策
を
講
じ
た
。

Q
災
害
の
経
験
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
。

 

建
設
部
長　

提
出
さ

れ
る
申
請
に
対
し
、

市
が
定
め
る
開
発
行

為
に
関
す
る
技
術
基

準
に
よ
る
審
査
を
厳

格
に
行
い
、
本
市
に

お
け
る
太
陽
光
発
電

所
設
置
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

も
進
め
、
市
民
生
活

と
の
調
和
を
図
り
た

い
。 A Q

凛 風 会

西
にし

田
だ

　忠
まこと

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

使
用
料
の
見
直
し
は
進
め
て
い
く

公
共
施
設
使
用
料
値
上
げ
止
め
る
べ
き

A Q

子
育
て
・
教
育
№
１
を
目
指
し
て
い
く

未
来
へ
つ
な
が
る
保
育
・
教
育
予
算
を

Q
小
中
学
校
で
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
機
種
・
機

能
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
お
り
、
授
業
で
活
用
し
に
く

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

 

教
育
部
長　

今
後
、
機
種
の
統
一
を
図
っ
て
い
く
。

Q
甲
賀
市
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
関
し
て
、
補
助

金
の
対
象
で
な
か
っ
た
特
別
教
室
（
小
学
校
62
教
室
・

中
学
校
29
教
室
）
が
、
い
ま
だ
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
。

 

教
育
部
長　

一
気
に
は
い
か
な
い
が
整
備
を
進
め
る
。

Q
現
場
の
声
を
活
か
し
た
予
算
の
編
成
に
つ
い
て
。

 

市
長　

現
場
主
義
を
貫
き
、
気
概
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

Q
公
私
連
携
の
「
子
ど
も

園
」
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
。

 

市
長　

七
月
か
ら
園
長
経

験
者
の
配
置
等
の
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

伴
谷
・
甲
南
に
つ
い
て
も

同
様
の
人
的
支
援
等
を
適

正
に
行
う
。

A Q

水口中学の外トイレ(昭和53年施工)

土砂が流出した春日地区の施設

日本共産党

無 所 属

岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

福
ふく

井
い

　進
すすむ

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。公職選挙法メモ



202211 18 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
有
限
な
予
算
に
お
い
て
は
、
執
行
率
だ
け
で
な
く
、

移
住
・
定
住
施
策
の
効
果
の
検
証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

総
政
部
長　

個
別
把
握
は
無
い
が
、
補
助
金
等
の
直
接

的
施
策
を
魅
力
と
さ
れ
て
い
る
方
は
わ
ず
か
と
認
識
。

Q
地
域
へ
の
自
主
運
行
支
援
助
行
の
現
状
と
今
後
は
。

 

建
設
部
長　

令
和
３
年
度
に
お
い
て「
補
助
金
交
付
要

綱
」策
定
。
令
和
５
年
秋
に
公
共
交
通
網
再
編
を
予
定
。

Q
補
助
金
の
目
的
は
、
買
い
物
や
通
院
等
に
限
る
の
か
。

 

建
設
部
長　

自
治
振
興
会
等
単
位
で
の
健
康
づ
く
り
、

ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
の
活
動
の
利
用
も
想
定
し
て
い
る
。

Q
市
内
の
住
宅
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
園
の
数
は
。

 

建
設
部
長　

令
和
４
年
９
月
１
日
現
在
、
１
０
１
箇
所
。

Q
当
該
公
園
管
理
は
。

 

建
設
部
長　

所
有
は
市

で
あ
る
が
、
地
域
と
覚

書
を
締
結
、
除
草
等
を

お
願
い
し
て
い
る
。

Q
遊
具
や
フ
ェ
ン
ス
な

ど
の
設
置
補
助
は
。

 

こ
政
部
長　

地
域
が
管

理
を
さ
れ
て
い
れ
ば
、

プ
レ
イ
パ
ー
ク
整
備
推

進
事
業
補
助
金
の
対
象

で
あ
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

地
域
と
合
意
形
成
を
図
り
進
め
て
い
る

こ
ど
も
園
に
関
す
る
地
域
と
の
協
議
は

Q
（
仮
称
）
伴
谷
く
じ
ら
こ
ど
も
園
新
築
工
事
に
関

し
て
地
元
区
等
と
の
主
な
協
議
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

 

こ
政
部
長　

第
三
者
協
議
会
で
は
、
遊
戯
室
の
必
要

性
や
低
年
齢
児
の
保
育
環
境
、
旧
園
舎
解
体
中
の
安
全

対
策
等
協
議
を
行
い
、
可
能
な
限
り
反
映
で
き
る
よ
う

調
整
を
行
っ
た
。
結
果
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

伴
中
山
区
に
関
し
て
は
、
建
築
工
事
等
に
関
す
る
説
明

会
を
数
回
実
施
。
造
成
地
か
ら
の
排
水
流
出
防
止
や
暗あ

ん

渠き
ょ

水
路
の
維
持
管
理
、
造
成
現
場
で
使
用
し
た
再
生
砕

石
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
地
元
区
か
ら
工
事
対
応
等
に
厳
し
い
意
見
も
あ
る

が
。

 

こ
政
部
長　

開
発
行
為
に
関
し
て
は
実
施
計
画
検
討

委
員
会
で
検
討
し
て
き

た
が
、
地
元
区
へ
の
説

明
は
無
か
っ
た
た
め
ご

心
配
を
お
か
け
し
た
。

ま
た
、
造
成
後
の
降
雨

時
に
隣
接
す
る
用
水
路

が
白
く
濁
っ
た
。
検
査

を
実
施
し
、
水
質
に
は

問
題
は
無
い
が
、
応
急

処
置
等
誠
心
誠
意
対
応

す
る
。

A Q

他
市
町
を
参
考
に
検
証
方
法
を
検
討

検
証
で
よ
り
良
い
移
住
・
定
住
施
策
を

A Q

使
い
道
に
着
目
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
方
向
性
を
問
う

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
方
向
性
に
つ
い
て

Q
令
和
３
年
度
の
寄
附
総
額
、

税
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
を

伺
う
。

 

総
政
部
長　

令
和
３
年
度
の
寄

附
総
額
３
億
１
８
４
２
万
１
千

円
に
な
り
、
収
入
額
は
５
９
８

８
万
１
８
８
円
で
あ
る
。

Q
登
録
の
推
進
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

 

総
政
部
長　

返
礼
品
の
開
拓
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ご
提
案
の
登
録
講
座
等
の
開
催
な
ど
、 

魅
力
あ
る
返
礼

品
の
登
録
に
向
け
て
、
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

Q
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
伺
う
。

 

総
政
部
長　

今
後
は
文
化
財
の
保
存
な
ど
の
取
り
組

み
や
、
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
市
民
活
動
団
体
や
起

業
者
な
ど
を
応
援
で
き
る
取
り
組
み
と
し
て
、
さ
ら
な

る
充
実
に
向
け
て
検
討
す
る
。

Q
今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
目
標
金
額
達
成
の
仕
方
に

つ
い
て
伺
う
。

 

市
長　

体
験
型
に
よ
る
関
係
人
口
の
創
出
や
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
返
礼
品
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
、
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
や
起
業
家
へ
の
応
援
な
ど

「
使
い
道
」
に
着
目
を
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

A Q

（仮称）伴谷くじらこども園造成工事

凛 風 会

凛 風 会

誠 翔 会

林
はやし

田
だ

　久
ひさ

充
みつ

西
にし

村
むら

　慧
けい

中
なか

島
じま

　裕
ゆう

介
すけ

地域の皆さんの清掃活動

ふるさと納税返礼品

議員が選挙区内にあるものに対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。公職選挙法メモ



市議会だより　vol.7219  QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
甲
南
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
お
け
る
地
域
振
興
施
策
に
ハ
イ

マ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
構
想
（
ア
ク
セ
ス
道
整
備
・
工
業
団
地

開
発
・
Ｐ
Ａ
活
用
）
が
示
さ
れ
て
20
年
経
過
し
た
今
、

将
来
像
は
。
Ｐ
Ａ
エ
リ
ア
か
ら
の
流
出
経
路
実
現
の
見

通
し
は
。

 

建
設
部
長　

明
確
な
必
要
性
・
費
用
対
効
果
が
見
い

だ
せ
な
い
。
今
後
利
用
状
況
等
注
視
検
討
。

Q
現
工
業
団
地
の
現
状
と
今
後
。

 

建
設
部
長　

域
内
団
地
は
３
か
所
、
面
積
70
・
５
ha

企
業
31
社
、
空
き
区
域
な
し
。

Q
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
の
開
発
の
現
状
と
将
来
像
は
。

 

建
設
部
長　

現
在

民
間
開
発
の
相
談

あ
っ
た
が
具
体
的

で
な
い
。
今
後
、

都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
Ｉ
Ｃ
を
活
か

し
た
新
た
な
産
業

用
地
確
保
に
つ
い

て

調

査

を

進

め

る
。

新
た
な
産
業
用
地
確
保
に
つ
き
調
査
す
る

甲
南
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
開
発
の
現
状
と
将
来

A Q

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
目
指
す

環
境
未
来
都
市
宣
言
制
定
と
そ
の
意
義

Q
環
境
宣
言
を
生
か
す
た
め
に
は
、
市
民
へ
の
周
知
及

び
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

市
長　

こ
の
大
き
な
目
標
へ
の
到
達
は
、
到
底
行
政

だ
け
で
成
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
さ
に
産
官
学
民

一
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
、
行
政
が

主
導
的
に
事
業
展
開
す
る
事
、
各
事
業
所
の
取
り
組
み
、

さ
ら
に
、
市
民
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
た
だ
く
事
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ
イ
ン
ま
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
の
周
知
を
予
定
し
て
い
る
。

Q
未
来
に
引
き
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育
に
つ

い
て
問
う
。

 

教
育
長　

本
市
の
学
校

教
育
の
指
針
に
お
い
て
、

環
境
教
育
の
充
実
を
掲

げ
、
本
宣
言
に
お
い
て
、

身
近
な
暮
ら
し
や
地
域

に
目
を
向
け
、
自
然
や

郷
土
を
愛
す
る
心
情
や

問
題
解
決
に
向
け
た
意

識
を
養
い
、
自
ら
主
体

的
に
行
動
で
き
る
子
ど

も
の
育
成
に
尽
力
し
て

い
く
。

A Q

凛 風 会

誠 翔 会

橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ

小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と

開発の期待される区域

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

懸
念
事
項
が
多
く
慎
重
な
検
討
が
必
要

ご
み
集
積
所
を
市
管
理
に
で
き
な
い
か

Q
設
置
組
織
会
員
以
外
の
住
民
が
利
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

 

市
環
部
長　

抜
本
的
な
解
決
は
難
し
く
、
設
置
管
理

者
と
の
話
合
い
を
し
て
ほ
し
い
。
合
意
が
な
い
場
合
は
、

衛
生
セ
ン
タ
ー
や
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
直
接
搬
入
し

て
ほ
し
い
。

Q
新
規
設
置
は
可
能
か
。

 

市
環
部
長　

10
戸
以
上
で
の
申
請
が
あ
れ
ば
可
能
。

Q
一
律
に
市
の
管
理
と
す
る
こ
と
や
各
自
治
振
興
会

に
１
カ
所
程
度
市
管
理
の
集
積
所
を
設
置
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
。

 

市
環
部
長　

不
適
正
な
分
別
や
長
期
間
放
置
な
ど
環

境
意
識
の
低
下
と
管
理
面
の
問
題
、
ま
た
自
治
会
離
れ

の
助
長
な
ど
懸
念
さ
れ

慎
重
な
検
討
が
必
要
。

Q
貴
生
川
駅
北
口
ロ
ー

タ
リ
ー
中
心
部
停
車
ス

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
。

 

建
設
部
長　

北
側
に
間

口
を
設
置
す
る
な
ど
有

効
に
活
用
出
来
る
よ
う
、

利
便
性
と
安
全
性
を
考

慮
し
、
協
議
・
調
整
を

行
う
。

A Q
凛 風 会

瀨
せ

古
こ

　幾
いく

司
じ

QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

貴生川駅北口ロータリー

6月に開催された全国植樹祭メイン会場
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QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
甲
賀
市
の
地
場
産
業
で
あ
る「
信
楽
焼
」。
次
世
代
を

担
う
後
継
者
育
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
陶

芸
の
森
で
は
、
つ
ち
っ
こ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
事
業
が

約
20
年
前
か
ら
行
わ
れ
、
年
間
１
万
人
を
超
え
る
児
童

生
徒
が
参
加
し
、
累
計
で
は
15
万
人
を
超
え
て
い
る
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
来
園
制
作
の
実
施
場
所
に
つ
い
て

は
、
信
楽
産
業
展
示
館
の
舞
台
裏
で
、
ホ
ー
ル
と
一
体

と
し
た
場
所
で
あ
り
、
本
来
、
舞
台
な
ど
で
使
用
す
る

場
所
で
あ
る
。
同
展
示
館
設
置
条
例
の
目
的
は
、
信
楽

焼
産
業
の
振
興
と
市
民
の
文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
、

と
あ
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
産
業
展
示
館
の
展
示
室
の

一
部
を
改
装
し
、
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
を
作
っ
て
は
。

産
経
部
長　

国
内
外

の
美
術
館
で
は
、
近

年
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
が

開
催
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

を
併
設
し
て
い
る
事

例
も
あ
る
。
同
展
示

館
も
展
示
室
の
一
部

を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
に
活
用
で
き
る
空

間
と
し
て
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
。

災
害
対
応
・
感
染
症
拡
大
に
つ
き
増
加

時
間
外
勤
務
の
現
状
は

Q
１
人
１
人
の
業
務
量
が
多
す
ぎ
な
い
か
。

総
務
部
長　

適
切
な
業
務
量
の
把

握
と
職
員
配
置
に
努
め
、
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
実
施
す

る
。

Q
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
認
識
及
び
対

策
は
い
か
に

市
長　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
職
員
が
互
い
に
尊
重
し
合
え

る
安
全
で
快
適
な
職
場
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
対
策
の

強
化
、
相
談
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

Q
地
域
の
し
き
た
り
的
な
部
分
が
明
文
化
さ
れ
ず
、

移
住
者
と
受
け
入
れ
地
域
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問

題
が
あ
る
。
市
の
方
針
は
。

総
政
部
長　

「
集
落
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
作
成
支
援
を

進
め
て
い
る
。
移
住
者
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
作
成
過

程
に
お
い
て
地
域
住
民
自
ら
が
集
落
の
ル
ー
ル
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
な
り
、
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
へ
と

繋
が
る
と
考
え
る
。

Q
教
育
を
き
っ
か
け
に
移
住
を
考
え
る
な
ら
、
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
の
誘
致
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
の
学
校
に
代
わ
る
新
し
い
学
校

に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
し
、
研
究
を
進
め
る
。

A Q

活
用
で
き
る
空
間
を
つ
く
っ
て
い
く

信
楽
産
業
展
示
館
を
次
世
代
育
成
に

A Q

無 所 属

公 明 党

北
きた

田
だ

麗
れい

子
こ

田
た

中
なか

將
まさ

之
ゆき

つちっこプログラム

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

　市の予算は、使って終わりではありません。

市長は、予算がどのように使われたのかを決

算としてまとめ、議会はその内容をチェック

します。

　決算審議では、前年度の予算の使い方が適

正かつ効果的であったか、いかに事業成果が

上がったかなどを議会で審査し、改善点の指

摘や要望をします。それを市が『来年度予算

に生かす』ことにより、決算審査の結果が今

後の予算につながっていくのです。

決算 予算決算 予算

予算執行

４月～翌３月

予算編成
予算議案を

議会に提出

決算を審査 予算を審査

決算議案を

議会に提出
市長

市議会

可決
（否決）

認定
（不認定）

決算審査での意見が

反映されているかも

あわせてチェック

予算は適正かつ効果

的に使われたか？

事業の成果は？

などを検証

市民の代
表として

チェック
します！

市民の代
表として

チェック
します！

２月９月
決算を審査した
結果は今後の予
算編成に生かさ
れます。

予算決算常任委員会で審査し
本会議で予算・決算を決定します。

予
算
と
決
算
の

審
査
と
は



　
例
年
、
議
会
で
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

市
長
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
８
月
１
日
に
話
題
提
供

者
を
お
招
き
し
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
行

い
ま
し
た
。

話
題
提
供
者
　

池
本
　
洋
一
氏

　
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
編
集
長

（
甲
賀
市
出
身
）

　
次
に
「
全
国
の
街
づ
く
り
の
好
例
か

ら
学
ぶ
」
ま
た
「
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
街
づ
く
り
」
と
し
て
全
国
の

事
例
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

S
D
G
s

と
い
っ

た
テ
ー
マ
設
定
や
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー

の
重
要
性
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う
で

す
。

　
ま
ち
づ
く
り
人

材
に
関
し
て
は
、

二
代
目
へ
の
継
承

は
困
難
。
単
な
る

継
承
で
は
な
く
、

新

し

い

視

点

で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
。

　
特
色
あ
る
教
育

に
関
し
て
は
、
「
子
ど
も
た
ち
が
や
り

た
い
こ
と
を
応
援
で
き
る
教
育
行
政
」

で
あ
る
こ
と
。

　
市
長
か
ら
は
、
人
生
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
市
民
の
声
を
聞
き
、
職
員
も
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
、

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
話
題
提
供
者
へ
の
質
問
が
多

く
、
議
会
と
市
長
と
の
意
見
交
換
の
時

間
が
あ
ま
り
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

特
に
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
性
な
ど
大
い
に

刺
激
を
受
け
た
機
会
で
し
た
。

　
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
甲
賀

市
の
位
置
づ
け
や
魅
力
、
強
み
や
弱
み

の
分
析
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
強
み
と
し
て
は
「
自
然
が
豊
か
」「
公

園
の
充
実
」
な
ど
が
あ
り
、
弱
み
は
「
子

育
て
や
教
育
環
境
」
「
住
民
が
そ
の
ま

ち
を
好
き
そ
う
」
な
ど
の
項
目
で
低
い

値
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

話
題
提
供
②

話
題
提
供
①

テ
ー
マ
「
選
ば
れ
る
街
と
は
」

市
長
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

意
見
交
換

ま
と
め

市議会だより　vol.7221

組合議会報告・市長との意見交換会

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

（
10
月
14
日
）

·
甲
賀
広
域
行
政
組
合
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
専
決
処

分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
。

提
案
理
由

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要

件
等
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

採
決

全
員
賛
成
に
て
可
決

·
令
和
３
年
度
甲
賀
広
域
行
政
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

　

４
９
６
５
万
８
３
６
１
円
翌
年
度
繰

越
採
決

全
員
賛
成
に
て
可
決

·
令
和
４
年
度
甲
賀
広
域
行
政
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

提
案
理
由

　

前
年
度
繰
越
金
確
定
、
人
件
費
見
込

み
、
契
約
の
確
定
に
よ
る
歳
入
歳
出
予

算
の
補
正
措
置
、
ま
た
衛
生
費
に
お
け

る
債
務
負
担
行
為
を
追
加
す
る
も
の
。

採
決

全
員
賛
成
に
て
可
決

全
員
協
議
会

·
消
防
関
係
報
告
事
項

　

事
故
の
和
解
と
損
害
賠
償
の
額
に
つ

い
て　

１
７
万
３
２
０
０
円

　

救
急
事
案

に
出
動
し
傷

病

者

を

乗

せ
、
病
院
に

向

か

う

途

中
、
救
急
自

動
車
に
道
を

譲
る
た
め
停

車
し
た
車
と

中
央
ポ
ー
ル

の
間
を
通
過
す
る
と
き
左
サ
イ
ド
ミ

ラ
ー
が
接
触
し
た
も
の
。

一
般
質
問

　

西
村
慧
議
員
か
ら
煙
火
打
ち
上
げ
・

仕
掛
け
に
関
す
る
届
出
に
つ
い
て
、
山

岡
光
広
議
員
か
ら
救
急
搬
送
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

基幹改良工事にかかる焼却炉



　
共
同
宣
言
の
是
非
の
判
断
の
た
め
、

会
派
代
表
者
会
議
や
産
業
建
設
常
任
委

員
会
で
、
協
議
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
今
後
も
計
画
や
事
業
に
対

し
て
調
査
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
議
会

か
ら
も
提
案
や
啓
発
に
努
め
る
こ
と
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
宣
言
文
に

つ
い
て
も
、
市
と
の
共
同
作
業
と
し
て
、

そ
の
作
成
に
関
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
会
も
宣
言
の
当
事
者
と
し
て
、
甲

賀
市
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
な
る

べ
く
、
そ
の
責
任
の
一
翼
を
担
う
も
の

で
す
。

　
令
和
４
年
度
の
市
長
の
施
政
方
針
の

中
で
も
示
さ
れ
て
お
り
、
２
０
５
０
年

ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
て
オ
ー
ル
甲
賀
で
取
り
組
む

こ
と
を
内
外
に
宣
言
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
６
月
に
当
市
を
主
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
た
第
72

回
全
国
植
樹
祭
を
契

機
と
し
て
、
そ
の
機
運
を
醸
成
し
、
甲

賀
市
に
お
い
て
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
と
な
る
べ
く
、
今
後
計
画
的
に
施

策
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

９月30日議場での宣言式において、「甲賀市

環境未来都市宣言書」に田中議長、岩永市長

が共に署名。甲賀市初の議会と市の共同宣言

となりました。

甲賀市環境未来都市宣言
議会と市で共同宣言宣

言
に
お
い
て
は

議
会
に
お
い
て
は
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意見交換会 甲賀市議会

市民の皆さま
×

◎開催をご希望の団体は、議会事務局までお問合せください。

メール koka05101000@city.koka.lg.jp　電話　0748-69-2258

市民の皆さまとの

01 柏貴区［水口町］ 8/20 開催

水口地域区長会理事会［水口町］9/16 開催

柏貴区の総意で退去を願っている教

団アレフ信者について２４年にわた

り解決を願うが未だ進展がない。

滋賀県で唯一、甲賀市内に拠点が点在

している中で、市の危機管理に対応す

る甘さや問題視してないのかと感じ

る…。

区の皆さまから切実な現状をお聴き

し問題意識の共有をはかりました。

地域の危険箇所、　道路の除草作業、

民生委員さんのなり手がなく、区に丸

投げ状態、水口曳山や水口囃子の継続

の不安、コミュニティスクールの今

後、区・自治会のあり方など、たくさ

んの課題をお聴きしました。これを受

けて、２回目の開催をすることにな

り、次回は課題を絞ってさらに議論を

深めていきたいです。

日々の暮らしに不安が…。

水口地域のそこに

「愛」はあるのか。

誰もが住み慣れた地域で

暮らし続けたいが課題も…。

02

甲賀市議会は、開かれた議会をめざし、広聴活動

として市 民のみなさんから多様なご意見をお伺

いすることを目的に、意見交換会を開催していま

す。４班に分かれて開催し今回から内容を順次、

報告していきます。

市議会だより　vol.7223



ここまあちねっと ここまあちLINE

てるてるパークブログ

つどいの広場ブログ

ここまあちInstagram

国際交流協会の国際

交流フェスタ「国ふぇ

す 2022in KOKA」

が 3 年ぶりに対面で

開催されました。多

くの方々が参加され、国際色豊かな展示、

屋台の食べ物、ステージ発表を楽しんで

おられました。みなさんと集え、顔を合

わせて、笑いあえる、素晴らしい時間で

あったと思いました。

▼議会閉会後に、議長と市長が共
同で「甲賀市環境未来都市宣言」
を行いました。気候危機打開へ、
ＣＯ₂削減に向けみんなで力を合
わせましょう。一人ひとりの行動
に地球の未来がかかっています ▼

今回の議会だよりは通常の記事に
加え、決算審査や市民のみなさん
との意見交換会の内容などをお届
けしました。できるだけ難しい用
語は使わず、「わかりやすく」
「読みやすい」内容をと心がけて
いますが、まだまだ改善しなけれ
ばならないと感じています ▼みな
さんからのお声など、ぜひお聞か
せください。

（広報部会　岡田　重美）

編集後記

（写真撮影　堀　郁子委員）

議会だよりのタイトル「あなたとつなぐ」をテーマに、市民の

皆さまの活動を広報広聴委員会で取材し、ご紹介いたします。

一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば一般社団法人　育児ひろば

アプリコットアプリコットアプリコットアプリコットアプリコットアプリコットアプリコットアプリコットアプリコット

一般社団法人　育児ひろば

アプリコット
●活動のきっかけは

　2005年ママ数人が集まり｢週3回の子育てひろば｣を
スタート。
　｢親子が集うひろば｣がまだ珍しい頃で、主に他市か
らのママが情報交換やイベントを楽しんでいました。

●今日に至るまでの経緯は

2009年～2018年｢親子カフェアプリコット｣を運営。
　2009年「甲賀市つどいの広場」
　2017年「てるてるパーク」を甲賀市より受託。

●活動の中で感じておられることは

　｢少子化｣｢女性活躍｣の視点で活動してきましたが、
対象の多様化を感じています。
　妊娠･出産･育児に加えて、発達･子ども食堂･不登校･
外国籍など、民間ならではの柔軟さ･素早さ･当事者目
線で、活動ができればと思っています。

●議会だよりについて感じられることは

　日々暮らしている街の｢今と少し先｣を具体的に知る
ことができる貴重な機会と思い読ませてもらっていま
す。

シリーズ

「あなたとつなぐ」

ここまあち

情報発信

てるてるパーク

甲賀市つどいの広場

●ここまあちねっと「おしらせ」
●ここまあちLINE　配信
●ここまあちInstagram　運用

雨の日でも遊べる室内型公園。
土日祝も開館しています。
（※要予約）

親子が遊んだり
交流できたりす
るひろばです。
（※要予約）

水口体育館

多くのママスタッフと

共に、ママ･パパ･祖父

母とお子さんが楽しく

過ごせる場を提供して

います。

編
集

■
広

報
広

聴
委

員
会

発
行

■
甲

賀
市

議
会

〒
5

2
8

-8
5

0
2

　
滋

賀
県

甲
賀

市
水

口
町

水
口

6
0

5
3

番
地

T
E

L
.0

7
4

8
-6

9
-2

2
5

8
  F

A
X

.0
7

4
8

-6
3

-4
3

7
3

E
-m

a
il:k

o
k
a
0

5
1

0
1

0
0

0
@

c
ity

.k
o
k
a
.lg

.jp

�
�
�
�
��
�
��
�

v
o

l.7
2

242022.11

う
か

こ

11月29日 9時30分～

本会議（第1日）議案上程・提案説明

12月7日 9時30分～

本会議（第2日）議案審議・付託等

12月8日 9時30分～

本会議（第3日）一般質問
常任委員会代表質問

12月9日 9時30分～

本会議（第4日）一般質問

12月12日 9時30分～

本会議（第5日）一般質問

12月13日 9時30分～

本会議（第6日）一般質問

12月

14・15・16・19日

　　　 　9時30分～

委員会

12月22日 9時30分～

本会議（第7日）委員長報告・質疑・討論・採決

12 月議会の予定

議会の傍聴ができます。議会の傍聴ができます。

本会議と委員会は誰でも傍聴することができま
す。ネット中継もしています。

11 月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

12 月

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31


